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• メデジン（コロンビア）：
• トランビーア（ＬＲＴ）

• ゴムタイヤトラム、ほぼ全線トランジットモール、半年間試行サービス

• ハノイ（ベトナム）
• バスターミナル

• モーターサイクルと賑わいと

• ジャカルタ（インドネシア）：
• ＢＲＴ

• 駅での遅延
• 車内の広々感

• 広場
• 歩車共存道路、広場、アクセスの悪さ

• スマホアプリ
• BRT
• オートバイタクシー＆コンシェルジェ

• バンコク（タイ）：
• エアポートレールリンク

• 途中駅の工夫：Gated Community、郊外大学送迎、運河接続、オフィス接続
シーローレック



メデジン（コロンビア）のゴムタイヤトラム（急勾配都心地区
向け）の導入： まず試走→市民を巻き込んだ４５日にわた
る試乗会と交通制御の練習→本格運行へ
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道路整備と運用状況を観察調査や来街者アンケートから明らかにした

例）ベトナム：都心部バスターミナル

図2  ターミナル前面歩道占用とユーザー動線 図3 5分間交通量 図4 バスユーザーのアクティビティ分布と来街者属性多様性

S：種数，
Pi:i番目の種類の個体数が総個体数Nに占める割合

図1 バスターミナル施設分類と代表例における歩行者密度

路上バスターミナル断面前面歩道

Don Xuan市場

バスターミナル

ターミナル前面道路

バスユーザー

オートバイユーザー

①ターミナル前面道路ユーザー多様性
②オートバイユーザーのアクセス
▶歩道（敷地境界部）占有、短距離歩行行動

③広幅員⇔狭い歩道 ▶アクセス安全性低い

【左】歩行者0.074人/㎡ 【右】0人/㎡
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１）広域交通計画の特徴

2）利活用・空間配分の現況

3）社会的・文化的要因




























































































